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　 種子の 催芽お よび発芽期間の 短縮
2）

栗林登喜了
・
， 清原美 1” ， 石 田尚江 ，大橋　裕

　　　　　　　 長崎大学薬学部
5）

　　 Physiological　and 　Ecological　Studies　in　Panax 　ginseng （XII）
1）

Reduction　of　the　Period　from 　Dehiscence　to　Ger皿 ination　of 　the　Seedz）

厂iり KIKo 　KuRIBAYAsHI ，　YosHIKo　KIYoHARA ，
　NAoE 　IslllDA　and 　HIRoMu 　OHAsHI

　　　　　　　　　　　　 Fat／utty　qプ1’ftarTntic；y，
1VTa．ga・raki 乙｝〜iver、fieJ．3）

　　　　　　　　　　　　　　　　（Receivecl　July　2，　1979）

　り　　liVhcn　s．　ecd 　ofPar 〜ακ gガη58p響 、、
・as　treated 　w 亘h　gibl）erellin （100　ppm ，2斗 hr〕at　their　dehisce「lt

Perlod，　the 　dchlsccnce　pcrccntage　clid　 not 　alwayi 　 indicate　 th エ
・r】egree 　of 　morPhologicahnd 　phys−

iological　rnatur
’ity　ofembryo ．

　 2｝ When 　sced 　or 　P ごlnax 　ginsen，g　was 匸reate 〔i　 w 油 gibbere 】lin（101〕ppn1 ，24．　hr＞，　 clehisced 飾 r

40days ，　 treated　with 　kinetin（100　ppln，24．　hr）and 　then 　germinated　 under 　 the 　 optimum 　 germi−

nation ［emperamre （IO
°
｝，the 　 tilne 　needed 　from　dehiscence　 to　germlnation　redlLced 　 to　 almost 　half

しhat　needed 　by　intreated　seed 島．　The 　germ ｛nation 　percentages　were 　1he 　same ．

　オ タ ネ ニ・ソ ジ ン 挿
．
臼 よ非常に 発芽困 難 で あ り，採種か ら発芽に い た る過程 は 2 つ の 段階 に わ け られ る．第 1 の 段 階

は 催芽期 （種熟
．・肛三熟），第 2 の 段 階 は 発芽馴 （胚 熟

一一・発芽） で 種
．
rは 各段 階 で 異 プ5：っ た 環境諸 条件 を 要 求 す る ．　 こ

れ まで の 実験
4”6）

で 催芽期礎）適温 は 15°

で そ の 促進 に ジ ベ レ リ ／ 処理，発芽期は 低温．を一
定其1亅闘要求後，5〜10°

で よ

く発芽 し， そ の 促進 に カ イ ネ チ ン 処理 が 有効で あ る こ とが 明 らか に な っ て い る．今 ま で ，こ の 両期 を わ け て 研究 して

きた が，採種 」：り発芽に い た．る 期問を
．・

貫 して 短豺｝言す る II的 で，両者を結合 1．，1974， 75年 の 2 年閭 ， 実験 を 行な っ

た が，ワ5年 の 結果に つ い て 報告す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 材料 お よ び方法

　材 料 は 島 根県八 束 郡 八束町
．

（Jc根島 ） よ り入 千 L た 種熟種子
・
を使用 ．

　催芽法 ， 種 子 に ジ ベ レ リ ン 処 理 （IOO　ppm ， 24時間 ） を 行 な い
， 常法

7）
に 従い 川 砂 と混 合 し ，

プ ラ ス チ ッ ク ポ ッ ト

（1，
110，000a）に 入 れ ， 水 分 を川 砂 容 水 量 の 60％ に 調整 し，夏

〜
初秋 に か け て 冷房 し た 室内 に て 催芽を 行 な っ た ．催芽

期間 と して ，40，50，60，70，80，90，100）1．1の 7 区 を 設け た ．さ らに ジ ベ レ リ ソ 無処 埋 の 種
．f’を．ヒ記 の 屶法 で 100日

圃，催芽 した．催芽開始，ワ5年 8 月17口．

　Fig．1 に 催 芽期間中 の 室内 の 温度 変 化 を示 L，た．平 均気 Illll．は 乏1 〜1〔〕月 力〜20D 前後，］1J
−Jに な る と急速 に 低

一
トL．た．

　発 芽 法 ： 上述 の ．よ うに 所定 の 期 間 ， 催芽処 哩 を 施 した後，

．それ ぞ れ に つ い て 次 の 4 処 埋 を 行な っ た．

　 1．　 無 処 理

　2．　 カ イ ネ チ ン 処 理 （100　ppm ，24時間）

　 1）第 H 報 ： 栗 林 登唐：．
−
f，梅尾 郁 子，大橋　裕，生薬，33，222（1979）．

　 2） 日 本生 薬学套第23回 年会 （広、島，1976年 11月 ）で 発表．

　 3）L ・ cati ・ n ： Bunn ！p，・−r／h・ ，　 Aiaga．gaki ．

　 4）栗 林登喜子，岡 村睦 子 ， 大橋　裕 ， 生薬 ，
25

，
87 （1971 ）．

　 J
「
）　栗 耕ζ登 喜

：r，　大 橋　　肇斧，　生 薬，　25，　95（19ア1）．

　 6）栗林登喜子，大橋　裕，生薬，29，62（197り．

　 7）財 団法人 冂 本公定 i彗協会編，
“

新 しい 薬用櫃物栽培法
”

，東京，1970，p．77．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （227 ）
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　 3．　 低 温処 理 （2Q，20日闘 ）

　 4．　 カ イ ネチ ン ・低温処理 （2 と3 の 併 用 ）

　した が っ て ， 催芽期間 と発芽処理 の 組み 合せ に よ り， 試験区は 32区 と な っ た ．各区ともシ ャ
ーレ （径 9cm ）に 濾紙

3 放を ひ き加水 し て ，種子 IOO 粒ずつ を 芽 切率 に 合 わ せ て 置床後，　 IO
°

の 恒 温槽に お い た．3 連制 で 行な っ た．発芽

期間は ， 低温処理期間を含め て 120 口問 と した．

実　験　結　果

　1。　 芽切 り

　結果を Fig．2 に 示 した，ジ ベ レ リ ソ 処 理 で は 20口 目 よ り芽切 りを生 じ，30〜40目で 急速 に 上 昇 し，50日をすぎる

と80〜90％ の 芽 切率を示 した．こ れ に 対 し ，
ジ ベ レ リ ソ 無処理 で は 80 目 ｝こ 至 ら な い と芽 切 りが 開始 されず， 100日 目

で も芽切率 は 32％に す ぎなか っ た ．

　2．　 腐　敗

　結果を Fig．3 に 示 した，腐敗は40〜50日頃よ り ジ ベ レ リ ソ 処理 に お い て の み 生 じ，
70〜100 日に は 約 20％に 達 し
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Fig ，1．　Change 　 of 　Temperature 　during　the

　　　　Period　 of 　Strati丘cation 　（1975）
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Fig．2．　Change　in　 the 　Dehiscence　 of 　Seed　during

　　　　the　Pcriod 　of 　Stratification　（197J
「
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Fig，　B．　Change 　in　the 　Putrefaction　of 　Seed　during

　　　　the　Period　of 　Stratification　（1975）
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Fig．4．　Cllange　in　Embryo 　Percelltage　during　 the

　　　　Period　  f　Stratification　（1975）

　 ●，Gibberellin　treatment ； Q ，　nQn 　gibberellin

　 treatment ．

　NQte ； Embryo 　percentage； aI
・
ate 　 of 　proportion　per

　hundred 　 of 　the　 length　 oll　 embryo 　 to　 the 　 lellgth　 of

　 endosperm ．

（228 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

た．

　3． 胚 　率

　結果を Fig．4 に 示 した， ジ ベ レ リ ソ 処理 で は 60 口 を すぎる と胚 率 の 著 し い 増加 が み られた．こ れに 対 し ， ジ ベ レ

リ ソ 無処理 で は 胚率の 増加 は ゆ るやか で あ っ た．

　4．　 呼吸量

　結果を Fig．5 に 示 した．催芽期間を通 じて ，
ジ ベ レ リ ソ 処 理 が 無処 理 よ り 2 倍 近 い 値 を 示 した ，両者 と も70口 目

に 呼吸量 の 一時的低下を示 L た が，そ の 原因は よ くわか らな い ．

　5． 水分含量

　種子を カ ラ と胚乳 に 分け て そ れぞれ の 水分含最を赤外線水分計 （ケ γ ト科学研究所製，F−1 型）に よ り測定 し た．

種 了の 水 分含量 は カ ラ と胚乳 の 水 分含 量 よ り算出 し た．

1） カ ラ の 水分含量 S課 を Fig、61 こ示 した． ジ ベ レ llγ 処理 は 20〜60日に か け て 水船 量 の 都
二

の 低下 が み ら

れた が ，無処理 で は こ の よ うな現象は み られ なか っ た．

　2） 胚 乳 の 水分含量　結果を Fig ．7 に 示 した ．ジ ベ レ リ ン 処 理 は 無処理 に 比 べ て 高い 値を示 した．

　3） 種子 の 水分含量　結果を Fig．8 に 示 した．胚乳 の 水分含 昆：と ほぼ同様 の 変化を 示 した が，ジ ベ レ リ ン 処 理 と

無 処理 の 水分含量 の 差 は 胚 乳 の 場 合 の 差 よ り も小 さか っ た．
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　6．　催芽期間と発芽 日数の 関係

　結 果 を Fig．9 に 示 した ，破線 （対照 の．発オ ロ数を示す） よ り下 に 平均発芽冂があ っ て ， 対照 と有意并 の あ る 試験

区 は 発芽期問が 知縮 され た こ とに な る，対照 は ，催芽期 に ジ ベ レ リ ン 処理 を彳1な わ ず，発．f期 に カ イ ネ チ ソ 処理あ る

い は低温処琿 の い ずれ も行なわなか っ た 試験区 を指す こ とに した．発芽 ［数 に つ い て 各俗 ノ

．
期間 の 無処 埋 と対照 を 比

較 し
一
（・．・． ・7diと，ほ とん ど差 が 1，脳 られ な か っ た，各｛鶴 1醐 の な か で 捌 拠 埋 の 齢 くを徹 うと詮 舸 勺勘 イ ネ チ

ア 鯉 齢 い
．
（発芽 H数が Eli　4，矢噺 され，紕 い

一
〔 カ イ ネ チ ソ 砥 温 処 理 の 併 JIL 低温 処理 一 拠 理 ゜ 1［頃敵 っ た・一

方，催 牙
｛日数 の ち が い に よ る 発芽 口数 の 増減 主1ま とん ど 1忍め られなか っ た．

　7．　芽切率および胚 率 と 発 芽率の 関 係

　結果を Fig，10 に 示 した．黻1泉 （対照 の 発芽率）よ b 高い 発芽率を示 す武験区は ，処理 に よ り先 オ
．率が 一

応 1 界 し

た こ とに な る．ジ ベ レ リ ソ 処 理 で 1・t催辮 潤 loO 睦 除 い て ，催嬲 間の 長い 4 ，．発芽率蝙 くtse 傾向が み られ た ・

各権 オ 期間 ご とに，5凵 処理の 影響を比較す る と，カ イ ネ チ ン 処 理，カ イ ネ チ ソ ・低f尸処埋 の 併用が 他 の 処理 （無処

理 ，低 轍 鯉 ） よ り向 い ．魁 孫くを示 した．無処埋 と低1黒．駅 疏 那 を比較 して み る と ・ 短い 催芽黼 （40’− 70H ）

で は低， 魍 よ 蝋 処理 ・坊 が ，発荊 ・編 くな っ て い X・　a！）i・対 し，r・ い 剛
｛‡燗 （8・一．1・・i1）で は 逆明 像 が み ら

れ た．

胚 ttと 溌 肋 1欄 騰 醗 ．拠 ヨPご とi’： ” i帰：して み 祉 次の よ うiぬ っ た 漁 拠 幽 ・ お い て ｝・P − °・806 で 徽

率 5％，｛氏1 処玳 t・い て 1よ r 一 ．9・i 力 赫 チ ン
・懈 i｝．処 理 で IP − 0・936 で 危険 t

’
1％ で そ れ ぞ桶 ・官’

「粉 ・・忍

め P、
　｝
・
Lた が，餌 ネチ

・
・ 」）LJLV．

，
t・ お い て ex　 r − 0，667 で fu［：灸率 10％で 飢 伽 ミ

ri脳 瞬 しftz・醜 ・・一・発躰 と胸 率と

の 相関を 巵芽処理 ご とに も とめ たが ，有．颪性 の あ る 相関は 得 られ な か っ た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考　　　　 察

　6 報
8♪

て 指｝1副 た よ うに ，カ ラ は 水 分，撫 1貿 躇』能 を は た し て お り，ノ ベ レ 1丿 ン 処理 に よ りy） ラ の 水分含 曷二が
一
時的

に 低 卜
．
した （Fig．6＞・瑪 胚 乳鯨 ，｝が 説 こ i．昇 暁 ・ とに 駟 脯 る と験 らrl・る・　 L か L，種

：

絵 縦 L・
一
C

は 順 蹴 粉 謹 の 変 1匕を．、、L九 け 二 」J・。 て ，・ 切 り，剛 い 畷 患・，水 づ｝f慢 嚇 瓢 喇 断 して ・ 暢
．
躙 中

に と くに 力 」t っ た 現象は lr忍め ら才しず ， ｛ll芽が 通常通 りに 彳亅〆謡 っれ た と
’
rl断 され る．

麟 冂伽 ・t　 b
・
1い に も とつ く発・ 1瞰 の 轍 は ほ と混 」1忍め られず・従 っ て 翻 三11数囎 欄 間 の k さ （斗o”’”1°°

i
．
i）に ょ っ て は あ ま り短 置を 気

．
す ∫ い と 考え られ る．しか 1 旗が ら，借 オ 閉始 よ り発芽に 互 O 期闘 を 通算す る と，お

お い に 異 な り，こ れ は 主 と 1 て ジ ベ ン リ ン 処埋 に よ りik芽期間の 短 縮 を 行 な っ t，二 H 数 こけ は 短縮 ざれ，　 ltジ
♪に 発 ／ ¢

さい し て カ イ ネチ ン 処理 ご 行な うと，よ り以一L の 匁 縮 を加算：す る こ とが で ぎる．

ジ ヘ レ リ ノ 処 埋 を 征 の と，その 力駢 、よ慚 期 ・］の 擬 に よ っ て ，ほ と ん ど」
．
・認 め られ な い の に 対 1 溌 弊

に っ い て は ｝が み られ た．芽切 f と 発オ率 の 間に は 品接 な関速がある と考え られ る の に ，こ の よ うな 現象 が起 っ た 原

因 ・つ い て は 次傭 が 考 え られ る．ジベ 四 拠 理種 了L お い て・顯 闖で い ・ せ い に 芽 励 が L っ ノこ （Fig・2＞の

i・k，胚 a）4 長に もとつ い た の で な く，ジ ベ 囲 拠 理 に よ ・ て 胚 乳 微 水量 が 増加 （Fig・7） し・ こ の 膨圧i砿 ・ て

芽切境象が 似 瑞 に み られ た の で は な い か と推定され る．な ぜ な ら，胚 の 1口 掻的生長 を あ らわ して い る 胚 率 と発牙 率 に

つ い て 椙関をもとめ た と こ ろ ，各発 蒙処 理 と も 有意
’
［生の あ

．
る 正 の 相関が得 られ た が，芽切率と発芽亭に つ い て は 各発

芽処 理 と 塁、有 曽，性の あ る相関が 得 られ な か っ た か らで あ る．した が っ て
，

ジ ベ レ リ ン 処理 を 行 な っ た さい に は ，芽切

妻ぱ 必ず し も胚 の 形態
げ 卩 甲的 成熟度 を あ らわ して い な い と考 え られ 6・．

　従才の 人 験 て は，．4 切種子は よ く発牙 す る が，不 芽 切樗 了
・
は ほ とん ど発．うしな か っ た．とこ ろが 今回の 夫 験 で は，

ジ ベ レ リ ン 卿 処理 の 櫃 蛎 T子が 芽切
〉冬を一Lまわ る 発芽率を 示 した．こ の 現象は こ れ ま で の 糸’1 朱 と一致 し な い ．こ の 原

囚に つ い
一
（1よ，1厨 「子を 10°

と い 礫 芽郡 に お き，こ の 111護 が鵬 ｛」酬 の 15
°

に 近 い の で・発芽期 ・亅「11に 矧 き

紅 き胚 の 生長が 紜 ざ，オ切 り1．ざ らに 発芽に 至 っ た の で あろ うと考え られ る．

　以 Lの τ
1
甲 dl

．1
／合す る と，ジ ベ レ 丿ン 処理 を した 挿 fを4011間催．diした後 ， プ， イ ネ チ ン 処埋 を行な っ て 発丿

｛ざせ る

と ， 従来の 催芽
一
発芽1却 二比 1−．て ，発対 約 よほ とん ど変 らず，催芽か ら発芽i 至 る 期間を

’
卜分近 く1二 短縮 で ぎる．し

か L ，こ れ は あ くま で も実験室で の シ ャ
ーレ に よ る 発芽試験 の ￥古果 で あ り，実際 の 生童 二 趨 用 した さい ，と くに 発 芽

期 の 温 度 循ま1｛，．発 身 後の 湿度，光鴛理 を 如何に 苒俘ヌ乏し，実 用 化す る か が 問 題に な る で あ ろ う．

8）栗林．登、喜子 ， 播摩　撮，大橋　裕，生 本 ，
29

，
52 （1975）．
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